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学習日 得点同符号の2数の加法 ①

　　次の計算をしなさい。
□⑴　(＋5)＋(＋2) □⑵　(＋7)＋(＋1)

□⑶　(＋4)＋(＋6) □⑷　(＋3)＋(＋8)

□⑸　(＋8)＋(＋17) □⑹　(＋5)＋(＋16)

□⑺　(＋13)＋(＋9) □⑻　(＋18)＋(＋4)

□⑼　(＋24)＋(＋19) □⑽　(＋16)＋(＋37)

⑴　絶対値の和に，共通の符号＋をつ
ける。

　(＋5)＋(＋2)＝＋(5＋2)

⑸　(＋8)＋(＋17)＝＋(8＋17)

⑺　(＋13)＋(＋9)＝＋(13＋9)

⑼　(＋24)＋(＋19)＝＋(24＋19)

共通の符号

絶対値の和

❖ ＋4 や ＋9 のような数を正の数といい，－2 や －7.5 のような数を負の数という。＋4 や ＋9 は 4や 9と同じである。
❖数直線上で，ある数に対応する点と原点との距離を，その数の絶対値という。絶対値は，数からその符号を取り
去った値である。
　 例 　＋4 の絶対値は 4　　－3 の絶対値は 3　　 0の絶対値は 0

❖同符号の 2数の和は，絶対値の和に共通の符号をつける。
　 例 　(＋4)＋(＋2)＝＋(4＋2)＝＋6

 (－3)＋(－2)＝－(3＋2)＝－5

❖異符号の 2数の和は，絶対値の差に，絶対値の大きいほうの符号をつける。
　 例 　(＋5)＋(－7)＝－(7－5)＝－2

 (－3)＋(＋6)＝＋(6－3)＝＋3

❖絶対値が等しい異符号の 2数の和は 0である。
　 例 　(－8)＋(＋8)＝0

❖どんな数に 0を加えても，和ははじめの数になる。また，0にどんな数を加えても，和は加えた数になる。
　 例 　(－4)＋0＝－4

 0＋(－5)＝－5

ポ イ ン ト
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学習日 得点同符号の2数の加法 ②

　　次の計算をしなさい。
□⑴　(－2)＋(－3) □⑵　(－1)＋(－5)

□⑶　(－6)＋(－7) □⑷　(－9)＋(－4)

□⑸　(－11)＋(－6) □⑹　(－13)＋(－10)

□⑺　(－17)＋(－15) □⑻　(－12)＋(－18)

□⑼　(－25)＋(－8) □⑽　(－16)＋(－39)

　
学習日 得点異符号の2数の加法 ①

　　次の計算をしなさい。
□⑴　(＋5)＋(－3) □⑵　(＋5)＋(－9)

□⑶　(＋8)＋(－6) □⑷　(＋10)＋(－4)

□⑸　(＋11)＋(－15) □⑹　(＋13)＋(－13)

□⑺　0＋(－26) □⑻　(＋19)＋0

□⑼　(＋23)＋(－31) □⑽　(＋25)＋(－15)

⑴　絶対値の和に，共通の符号－をつ
ける。

　　(－2)＋(－3)

　　－2 の絶対値は 2

　　－3 の絶対値は 3

　　絶対値の和は，2＋3＝5

　　共通の符号は－

　　(－2)＋(－3)＝－(2＋3)

⑵　(－1)＋(－5)＝－(1＋5)

⑸　(－11)＋(－6)＝－(11＋6)

⑺　(－17)＋(－15)＝－(17＋15)

⑼　(－25)＋(－8)＝－(25＋8)

⑴　(＋5)＋(－3)

　　＋5 の絶対値は 5

　　－3 の絶対値は 3

　　5＞3  だから，
　　計算結果の符号は＋

　　絶対値の差は  5－3＝2

　　(＋5)＋(－3)＝＋(5－3)

⑵　(＋5)＋(－9)

　　＋5 の絶対値は 5

　　－9 の絶対値は 9

　　9＞5  だから，
　　計算結果の符号は－

　　絶対値の差は  9－5＝4

　　(＋5)＋(－9)＝－(9－5)

⑹　(＋13)＋(－13)＝＋(13－13)

　答えが 0になるとき，0に符号は

つけない。
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学習日 得点異符号の2数の加法 ②

　　次の計算をしなさい。
□⑴　(－6)＋(＋2) □⑵　(－8)＋(＋1)

□⑶　(－3)＋(＋7) □⑷　(－9)＋(＋9)

□⑸　(－11)＋(＋5) □⑹　(－13)＋(＋16)

□⑺　(－18)＋(＋7) □⑻　(－14)＋(＋21)

□⑼　(－35)＋(＋17) □⑽　(－27)＋(＋43)

　 ふ り か え る 学習日 得点

　　次の計算をしなさい。(ただし，⑺，⑻は□にあてはまる数を求めなさい。)
□⑴　1.8×4.5 □⑵　27.3÷1.3

4  5

□⑶　1 
2
7
－ 5

7
 □⑷　 1

6
＋ 11

30

6  6

□⑸　1－ 5
6

*
2
5

 □⑹　 2
3
÷ 8

15

7  8

□⑺　4：7＝6：  □⑻　15：9＝ ：6

11  11

□⑼　(－16)＋(－7) □⑽　(＋23)＋(－18)

13  13

⑴　(－6)＋(＋2)

　　－6 の絶対値は 6

　　＋2 の絶対値は 2

　　6＞2  だから，
　　計算結果の符号は－

　　絶対値の差は  6－2＝4

　　(－6)＋(＋2)＝－(6－2)

⑶　(－3)＋(＋7)

　　－3 の絶対値は 3

　　＋7 の絶対値は 7

　　7＞3  だから，
　　計算結果の符号は＋

　　絶対値の差は  7－3＝4

　　(－3)＋(＋7)＝＋(7－3)
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